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平
成
二
十
一
年
度
は
、
三
年
に
一
度
の

評
価
替
等
に
よ
り
固
定
資
産
税
お
よ
び
都

市
計
画
税
が
増
加
し
た
も
の
の
、
本
市
の

基
幹
的
税
収
入
で
あ
る
個
人
市
民
税
が

４
・
０
％
減
少
し
た
た
め
、
市
税
収
入
全

体
で
は
１
・
７
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
二
十
一

年
度
の
実
質
的
な
黒
字
額
は
二
億
四
千
三

百
二
十
五
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、「
黒
字
」
と
言
い
ま
し
て
も
、
市

の
預
貯
金
に
あ
た
る
基
金
を
約
十
四
億
円

取
り
く
ず
し
て
お
り
、
実
際
に
は
財
源
不

足
の
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

黒
字
額
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
財
政
運

営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
使
用
し
ま
す
。
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�����������１年間の収入の総額�����

�����������１年間の支出の総額�����

��������
収入から支出を
　　　　　引いた額

�����
��������

��������
平成22年度継続事業
　　　に充てるお金�����

��������
実質的な黒字額
　　　　　（③－④）�����
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　歳入全体の約半分（51.6％）を占めます。評価替により固定資産税が8,151万８千
円（1.2％）、都市計画税が2,861万４千円（1.7％）それぞれ増加したものの、個人市民
税が4億9,800万1千円（4.0％）減少したため、市税総額では3億8,020万円（1.7％）減の
215億2,331万円となりました。
�������	�

　前年度と比べ7,822万７千円（4.8％）減の15億3,673万6千円となりました。
�������

　普通交付税の増加により１億9,364万１千円（9.2％）増の23億903万７千円とな
りました�
�������

　国や県から交付される補助金や負担金等です。南芦屋浜地区における道路や文
化交流施設整備事業のためのまちづくり交付金および定額給付金給付事業費補
助金等の増加により、前年度と比べ32億9,276万円（91.6％）増の68億8,683万４千円
となりました。
�����

　いわゆる借入金です。市民
センター施設整備のための
社会教育施設整備事業債や
臨時財政対策債の増加によ
り、前年度と比べ10億5,834万
９千円（70.6％）増の25億5,653
万４千円となりました。
�����

　前記以外の収入で、寄附金
や手数料収入等です。寄附金
は増加しましたが、基金の取
りくずしや土地売払収入等の財産収入が大きく減少したこと等により、前年度と
比べ36億362万3千円（34.3％）減の69億542円となりました。

房子福祉基金積立金、私
および障害者自立支援法
の増加等により、６億2,559
円となりました。

費です。１億8,520万1千円
なりました。

要する経費です。南芦屋
り、８億9,916万円（16.2％）
した。

経費です。新消防庁舎整
,424万１千円（43.1％）減の

に要する経費です。市民
整備事業費の増加等によ
の54億2,430万７千円とな

払いに要する経費です。
少により、16億7,661万４千
円となりました。

工費等が含まれます。公
減少等により、25億2,360万
６千円となりました。
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�������　  清水公園より

 ����������第24回芦屋市民絵画展

　　　　　          秋の公民館講座 会下山遺跡と芦屋の先住者

　　　　　　　　  リレーフォーライフ・芦屋

 �� �　    10月１日　国勢調査にご協力を

 � � � �　    第22回あしや秋まつり

　　　　　　　　「子ども手当」の手続きはお済みですか

 ������　   写真で振り返る「芦屋市制の70年」
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① 8 :30
②12:00
③16:00
④18:15
⑤22:45
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　市の借金にあたる一般会計の市債残高については、震災関連事業の実施に伴
い急増し、ピーク時の平成13年度末には1,119億円に達しましたが、震災関連事
業が一段落したことにより、平成14年度以降減少に転じ、平成21年度末残高は
前年度と比較して約51億円減少し、743億円となりました。
　なお、743億円のうち震災関連の借入れは424億円（57.1%）となっています。
今後とも、新たな市債の発行は必要最小限にとどめる等により、市債残高の一
層の縮減を図っていきます。
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　健全化判断比率では基準を超える比率はありませんでしたが、実質公債費
比率や将来負担比率については、決して良好とは言える数値ではありません。
　公債費（借入金の返済）が平成22年度をピークに減少し、それに従ってこ
れらの指標も改善される見込みです。
　なお、資金不足比率につきましては、資金不足を生じている公営企業会計
はありませんでした。

��������

　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模（※）に対する比率
　　※標準財政規模：地方公共団体において標準的に収入される一般財源の規模 

�������	
�

　全会計を対象とした実質赤字（または資金の不足額）の標準財政規模に対す
　る比率
�������	�

　一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政規模に対する比率
��������

　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
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　市役所全体の事務費や税金の徴収、戸籍および住民票、
選挙等に要する経費です。
　定額給付金支給事業費や文化交流施設整備費の増加等
により、25億3,460万３千円（71.0％）増の61億266万３千円
となりました。

�������

　福祉等に要する経費です。西田房
立保育所の建設に対する補助金お
介護給付費等事業に要する経費の増
万４千円（8.1％）増の83億9,268万円
�������

　保健やごみ処理等に要する経費
（4.8％）減の36億6,475万２千円とな
�������

　道路や都市計画、公営住宅等に要
浜道路整備事業費の増加等により
増の64億5,075万８千円となりまし
�������

　消防・救急や災害対策に要する経
備事業費の減少等により、９億1,42
12億625万８千円となりました。
�������

　学校や幼稚園、その他社会教育
センター施設整備費や学校耐震整
り、15億1,531万9千円（38.8％）増の
りました。
�������

　市債（借入金）の元金や利子の支払
償還の進捗にともなう残高の減少
円（15.5％）減の91億7,422万８千円
��������

　前記以外の経費で、議会費や商工
共施設用地取得にかかる経費の減
９千円（82.7％）減の５億2,699万６千
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